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こんにちは！今号は「『ぴ～ぐ～＆土器片形クッキーづくり』 レポート」、

「ぴ～ぐ～♡会第2回座談会」などの情報をお届けします♪ 
 

※掲載情報は発行日現在のものです。最新情報は文化振興課までお問い合わせください。 

担当者のひとこと 

最終号ですが、しんみりするのも好みではな

く。何を書くか困り……あ。先日道の駅ふく

しまに行きました。うさぎと辰のイラストのクリ

アファイルに一目惚れしてお買い上げ。おっ

と、そんな話をしているとすぐに文字数です。 

担当：古川佳音 

「ぴ～ぐ～＆土器片形クッキーづくり」 レポート 
令和6年2月10日（土）、ぴ～ぐ～♡会会員を対象に「ぴ～ぐ～＆土器片形クッ

キーづくり」を開催しました！ 

今回講師にお迎えしたヤミラさんは「おかしあそび考古学者」として、考古学を中

心にちょっと難しい内容をお菓子に変換して伝える活動をしています。 

皆さんのぴ～ぐ～像をホワイト

ボードに書いていきます 

ヤミラさんの実演作品 

黄色い生地にココアや食紅等を混

ぜて土器の色に近づけていきます 

焼く前 焼いた後 

観察して思ったことを「自分のぴ～ぐ～像」として発表してもらいました。 

「体の模様がイレズミみたい」「ウルトラマンに似てる」「体の真ん中にあるボタンのような点々は何だろ

う？と思った」「彫りが深いので縄文時代のモデルさんかも？」と色々な感想が飛び出してきました。 

▲講師のヤミラさん 

本物の土器作りでは粘土に砂を混ぜるのですが、その再現として生地にザラメや胡麻を混ぜることも。 

「クッキーは作ったことあるけど、

ドッキーは初めて……」という方が

ほとんどでしたが、いざ始まると皆

さん夢中になって取り組んでいまし

た。時間が足りない！との声も。 

 

無事、個性豊かな作品たちが完成♪ 

講師のヤミラさん、参加者の皆さん、ありがとうございました♪ 

さっそくしゃがむ土偶の本物そっくりのレプリカを手に取ってじっくりと観察。 

ここで大切なのは、「お産の姿」「妊婦」などの学説を一旦忘れること！ 



作成・お問い合わせ先 

福島市 文化振興課 文化財保護活用係 

ＴＥＬ：０２４－５２５－３７８５ 

ドキドキだより 

バックナンバーはこちら → 

★前号のなぞなぞ こたえ★ 
 

Ｑ．お母さんが急に怒りだしました！  

ペンを2本もってこちらにきます！この後、何をされるでしょう？  
 

Ａ．おしりぺんぺん  
（ペン×２でペンペンでおしりペンペンとしてみた（子供向け））  

 

☆これまで楽しんでいただきありがとうございました☆  

ふくぶんインスタグラムも 

よろしくね♪ → 

 
突然のお知らせですが、「ふくしまドキドキだより」はvol.35で最終号となります。 

「福島市に眠っている宝を知ってもらうには、自らアピールしないと！」という担当者のノリと勢いのまま、

若干の見切り発車（？）なところもありつつ、令和２年２月から発行を始めました。 

 

「役所らしくない広報誌」を目指して試行錯誤しながらではありましたが、「毎号楽しみにしてるよ！」のお

声をいただきとても励みになりました。読者の皆様の声があってここまで発行できたと思っています。 

これまでご愛読ありがとうございました！ 

今後も様々な方法で文化財の保存活用や情報発信をしていきます。お楽しみに！ 

担当者より ごあいさつ 

 
ぴ～ぐ～♡会第2回座談会 レポート 

令和6年1月20日（土）、じょーもぴあ宮畑でぴ～ぐ～♡会第２回座談会を開催しました！ 

今回のゲストは長野県北相木村
きたあいき むら

教育委員会の藤森英二
ふじもり  えいじ

さん。 

北相木村には「栃原岩陰遺跡
とちばらいわかげ いせき

」という国指定史跡があり、その報告書を作るの 
 

に何十年もかかった！という真面目なお話からスタート。 
 

一方で、地元の猟師さんからもらった骨を釣り針に釣りをする体験や、 
 

出土した土器のミニチュアを３Dプリンターで作ってみたりと、自由な発想で 
 

北相木村の埋蔵文化財を活用していることを伺えました。 

▲藤森英二さん 

実は、前回の座談会にゲストとして参加いただいた松本貴子
まつもと たかこ

監督の作品 
 

「掘る女～縄文人の落とし物～」にも藤森さんが登場 
 

していて、その裏話も飛び出しました。 
 

遺跡を見に行った日がたまたま撮影日だったのですが、 
 

知り合いには「撮影を知って行ったんじゃないか？」と 
 

疑われたそうです。他にも趣味の恐竜好きが本の執筆 
 

や、「特別展『縄文－1万年の美の鼓動』」でのフィギュア 
 

展示につながったお話も。藤森英二さん、会場にお越し 
 

くださった皆様、ありがとうございました♪ 

▲「特別展『縄文－1

万年の美の鼓動』」で

展示されたフィギュア 

▲３Dプリンター製の 

 土器ミニチュア 


